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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期の経常収益は、貸倒引当金戻入益を計上しましたが国債等債券売却益の減少等により、

前年同期比 11 億 13 百万円減少し 357 億 74 百万円となりました。経常費用は、国債等債券売却損の減少

等により、前年同期比 28 億 13 百万円減少し 246 億 30 百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前年同期比 17 億円増加し 111 億 44 百万円、親会社株主に帰属する四半期純

利益は、同 10 億 64 百万円増加し 72 億 33 百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 主要勘定につきましては、預金は、個人預金、法人預金及び地方公共団体預金の増加により、前年度

末比 607 億円増加し２兆 6,227 億円となりました。また譲渡性預金を含めた預金等は、前年度末比 585

億円増加し２兆 6,760 億円となりました。貸出金は、地方公共団体向け貸出金は減少しましたが中小企

業向け貸出金や個人向け貸出金の増加等により、前年度末比60億円増加し１兆6,872億円となりました。

有価証券は、国債や外国証券の売却等により、前年度末比 291 億円減少し１兆 189 億円となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成30年３月期通期の業績予想につきましては、当第３四半期の経常利益及び親会社株主に帰属する

四半期純利益がいずれも通期の予想値を上回っておりますが、今後の市場環境の見通しが不透明である

ことから、現時点において平成29年11月10日公表の予想値から変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

現金預け金 217,874 253,253

コールローン及び買入手形 746 3,870

買入金銭債権 14,465 13,194

商品有価証券 － 106

金銭の信託 4,000 5,666

有価証券 1,048,046 1,018,904

貸出金 1,681,221 1,687,248

外国為替 11,425 6,725

その他資産 34,352 66,328

有形固定資産 39,865 39,545

無形固定資産 2,127 2,131

繰延税金資産 20 17

支払承諾見返 8,297 7,684

貸倒引当金 △19,742 △18,196

資産の部合計 3,042,700 3,086,481

負債の部

預金 2,562,005 2,622,778

譲渡性預金 55,500 53,274

コールマネー及び売渡手形 28,423 2,260

債券貸借取引受入担保金 96,755 87,767

借用金 100,087 107,753

外国為替 2 58

その他負債 39,024 36,160

退職給付に係る負債 2,780 588

役員退職慰労引当金 16 11

睡眠預金払戻損失引当金 1,102 1,254

ポイント引当金 38 35

繰延税金負債 4,459 8,717

再評価に係る繰延税金負債 4,739 4,650

支払承諾 8,297 7,684

負債の部合計 2,903,234 2,932,994

純資産の部

資本金 25,000 25,000

資本剰余金 9,699 9,699

利益剰余金 75,508 81,650

自己株式 △1,268 △1,261

株主資本合計 108,939 115,088

その他有価証券評価差額金 25,316 32,801

繰延ヘッジ損益 △4,054 △3,980

土地再評価差額金 9,690 9,490

退職給付に係る調整累計額 △688 △203

その他の包括利益累計額合計 30,263 38,108

新株予約権 135 163

非支配株主持分 127 125

純資産の部合計 139,466 153,487

負債及び純資産の部合計 3,042,700 3,086,481
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

経常収益 36,887 35,774

資金運用収益 22,870 23,172

（うち貸出金利息） 15,217 15,179

（うち有価証券利息配当金） 7,518 7,871

役務取引等収益 4,899 5,030

その他業務収益 6,544 3,308

その他経常収益 2,572 4,263

経常費用 27,443 24,630

資金調達費用 1,969 2,063

（うち預金利息） 912 674

役務取引等費用 1,391 1,590

その他業務費用 3,839 1,574

営業経費 18,773 18,605

その他経常費用 1,468 795

経常利益 9,444 11,144

特別利益 5 78

固定資産処分益 5 42

退職給付制度改定益 － 35

特別損失 75 427

固定資産処分損 39 17

減損損失 35 409

税金等調整前四半期純利益 9,374 10,794

法人税、住民税及び事業税 2,877 2,902

法人税等調整額 107 659

法人税等合計 2,985 3,561

四半期純利益 6,389 7,233

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

219 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,169 7,233
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 6,389 7,233

その他の包括利益 △4,288 8,045

その他有価証券評価差額金 △4,346 7,252

繰延ヘッジ損益 △138 74

退職給付に係る調整額 195 484

持分法適用会社に対する持分相当額 0 232

四半期包括利益 2,100 15,278

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,891 15,279

非支配株主に係る四半期包括利益 208 △0
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（３）継続企業の前提に関する注記 

      該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

（単位：百万円）  

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 25,000 9,699 75,508 △ 1,268 108,939 

当第３四半期連結会計期間末 

までの変動額(累計) 

     

 剰余金の配当   △ 1,285  △ 1,285 

 親会社株主に帰属する 

四半期純利益(累計) 

  7,233  7,233 

 自己株式の取得    △ 7 △ 7 

 自己株式の処分   △ 6 14 7 

 土地再評価差額金の取崩   200  200 

当第３四半期連結会計期間末 

までの変動額(累計)合計 

― ― 6,141 7 6,148 

当第３四半期連結会計期間末 

残高 

25,000 9,699 81,650 △ 1,261 115,088 

 

（５）追加情報 

   当行は、平成29年10月１日付で確定給付企業年金制度の一部を確定拠出年金制度に移行しており、移

行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針

第１号 平成28年12月16日）及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第２号 平成19年２月７日）を適用し、確定拠出年金制度への移行部分について退職給付制

度の一部終了の処理を行っております。これにより、当第３四半期連結累計期間において特別利益35百

万円を計上しております。 
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３．決算説明資料

（１）平成３０年３月期 第３四半期の損益概況（単体）

35,633 36,716 △ 1,083

25,681 26,608 △ 927

23,597 23,689 △ 92

21,091 20,889 202

2,856 3,013 △ 157

1,733 2,705 △ 972

2,083 2,918 △ 835

(△) 18,213 18,383 △ 170

(△) 8,706 8,826 △ 120

(△) 8,308 8,210 98

(△) 1,198 1,346 △ 148

7,467 8,224 △ 757

5,383 5,305 78

(△) － △ 861 861

7,467 9,086 △ 1,619

3,242 △ 3 3,245

(△) 318 1,634 △ 1,316

1,126 － 1,126

731 555 176

622 419 203

1,080 657 423

10,710 9,082 1,628

△ 349 △ 70 △ 279

24 △ 34 58

(△) 409 35 374

35 － 35

10,360 9,012 1,348

(△) 2,772 2,767 5

(△) 665 98 567

6,923 6,146 777

△ 808 773 △ 1,581

△ 1,539 218 △ 1,757

 (注)１ コア業務粗利益 ＝ 業務粗利益 － 債券関係損益

 (注)２ 実質業務純益 ＝ 業務粗利益 － 経費（除く臨時処理分）

 (注)３ コア業務純益 ＝ 実質業務純益 － 債券関係損益

 (注)４ 与信関係費用 ＝ 一般貸倒引当金繰入額 ＋ 不良債権処理額 － 貸倒引当金戻入益

 (注)５ 実質与信関係費用 ＝ 与信関係費用 － 償却債権取立益

（単位：百万円）

経 常 利 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

償 却 債 権 取 立 益

株 式 等 関 係 損 益

経 常 収 益

業 務 粗 利 益

（ コ ア 業 務 粗 利 益 ）

資 金 利 益

人 件 費

そ の 他 臨 時 損 益

臨 時 損 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

(注)３　( コ ア 業 務 純 益 )

前年同期比

平成30年3月期

第3四半期

（9カ月間）

平成29年3月期

第3四半期

（9カ月間）

(注)１　

う ち 債 券 関 係 損 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

税 金

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

物 件 費

実 質 業 務 純 益 (注)２　

与 信 関 係 費 用

実 質 与 信 関 係 費 用

特 別 損 益

固 定 資 産 処 分 損 益

減 損 損 失

税 引 前 四 半 期 純 利 益

(注)４　

(注)５　

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

四 半 期 純 利 益

不 良 債 権 処 理 額

退 職 給 付 制 度 改 定 益

実質業務純益は、資金利益は増加しましたが、役務取引等利益や債券関係損益の減少等により、前年同期比７

億57百万円減少し74億67百万円となりました。経常利益は、与信関係費用の減少等により、前年同期比16億28百

万円増加し107億10百万円、四半期純利益は、前年同期比７億77百万円増加し69億23百万円となりました。
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